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 2013年4月から毎月開催されてきた「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」（分科

会）の第５回研究会が開催された。今回は、日本中世文学とフランス中世文学の発表が行

なわれた。 

 最初は、早稲田大学文学学術院・兼築信行教授による「建礼門院右京大夫集の本文校訂

について」と題された発表であった。冒頭で、

歌集全般の種類やその特質について概説が

なされたのち、建礼門院右京大夫の手による

私家集「建礼門院右京大夫集」に関する構成

上の特徴が示された。その上で、歌集後半部

に登場する藤原隆房との贈答歌を取り上げ、

「なけく事ありてこもりゐたる」の解釈をめ

ぐる先行注釈書の問題点が指摘された。発表

では各種資料を照らし合わせながら、当時隆房の任官をめぐる動きがあったことが明らか

にされ、本文中にある「五月五日」が正治二年五月五日を指すものであり、「なけく事あり

てこもりゐたる」の一節は、公家としての不遇を嘆いた記述であるとの新見が提示された。 

 つづいて、早稲田大学文学学術院・瀬戸直彦教授が、フランス中世の吟遊詩人フォルケ・

ド・マルセイユの作品を取り上げ、その本文校

訂方法について発表を行なった。まず、対象作

品である十字軍歌の書誌情報が示されたのち、

イタリアの Paolo Squillacioti による本文校

訂の方法が詳しく紹介された。例えば、写本の

系統整理や詩法・注記の示し方、さらには系統

樹に替わる本文リスト（tabella di variant 

adiáfore）など、具体例を挙げながらその特質



が提示された。また、他の校訂方法としては、ドイツの Gusutav Gröberが主張したテキス

トの「外部批判」（作品の並べ方に関する校訂）と「内部批判」（意味に関する校訂）の手

法などが紹介され、フランスとドイツにおける校訂方法についても比較がなされた。 

 発表後の討議では、フランス・ドイツ・中国・日本における校訂方法の違いや共通点に

ついて意見が交わされたほか、写本の需給状況や作業工程についても活発な議論が行なわ

れた。 

（報告 塩野加織） 


